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も
に
坐̂

上
の
居
慮
を
要
す
る
も
.

の
，と
な 

る
で
あ
ろ
、r

v
o

 

* 

■ 

'

、
 

. 
• 

*

,

か
く
し
て
わ
浓
國
办
勞
働
者
は
凡
そ
右
忆
い
ぅ
よ
シ
な
ニ
重
の
坐
活
不
安
に
、
卽
ち
、

一
方
ゼ
.

は
，一
般
的
、
基
底
的
な
，坐
活
木
安
と
、

\

 

さ
ら
に
.

他
方
で
は
偶
發
的
な
る
生
活
事
故
.

の
出
現
.

に
因
る
'

通
常
の
意
味
で
、の&-
活
不
安
と
に
、
謂
れ
ば
絕
ぇ
ず
曝
さ
れ
て
來
て
い
る
。
そ
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こ
^

勿
論
、
.こ̂

よ
ぅ̂

^

臉

に

對
-U

て
、
勞
働
者
ぎ
身
は
素
よ
办
で
あ
る
が
、
隊
家
、
社
會
も
亦
從
來
か
ら
決
し
て
無
關
心
で
は
あ
り 

得
な
か
っ
た
。
>
}
れ
は
填6'當
然
*

の
こ
と
で
办
っ
て'
 

こ
，こ
に
勞
衝
者
の
生
活
保
障
に
關
す
る
樣
々
な
事
態
_が
繰
り
廣
げ
ら
れ
て
い
た
と 

み
る
こ
と
が
で
、き
る
。
そ
し
て
私
は
こ
れ
等
の
事
態
を
總
體
的
に
み
て
、

*

•?

こ
.

に
假
丨
にi

れ
を
坐
活
.保
障
體
制
と
呼
ん
で
置
き
た
い
と

1

f

a

篇
者
の
生
活
不
安
、を
取
认
除
こ
、ひ
と
す
る
|

^

努
カ
は
、
む
ろ
ん
い
、っ
4

で
も
な
A

元
.
來
ぞ
こ
に
■お
け
る
生
活
不
安
そ
の
も
の 

に
省
し
て
相
對
的
に
現
れ
て
來
る

Q
l

 

e
v

て
、‘
，從
っ
.

て
概
し
て
，い
ぇ.ば
、
わ
が
坐.
活
•

保
障
體
制
の
，特
質
を
呢
か
に
す
る
こ
，と
は
、
同
時 

卞
ま
た
わ
が
禮
働
者
の
俄
賃
銀
狀
態
を
よ
办
明
自
に
す
る
こ
と
で

.

も
か
る
0.
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さ

て

A
ヵ

發

働

者

の
4
ら
に
、少
し
く
こ
れ
を
擴
充
し
て
.
5
:
ぇ
ぽ
、
そ
れ
ば̂-
た

,

般
國
民
に
配’し
て
の
問
題
で
も-4
!
)
.
る
の
_で
ガ 

る
力
；

~

也
帝
不
安
，は
、

一

體
如
何
‘な
る
努
力'

1
2
.

そ
除
か
れ
よ
う
と
し
て
來
•て
い
る
の
で
.あ
ろ
う
か
。
苹
值
1C
*
い
っ
て
.、
こ
の
點
に 

つ
い
て
は
、‘わ
れ
わ
れ
は
大
體
次
ぎ.の
如
'く

五
つ
の
，點
を'指
摘
す
.る
^
と
，が
，で.き
を
t
あ
ろ
、？0
卽

ち
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扶
助
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人
々
の
，f

不
安
は
こQ

五
つQ

點Q

何

れ

か

に

だ

べ

或

，
r

f

#

Q

1

Q
幾
つ
か
？

Q

に
i

セ

、
多
少
と
も
緩
的 

さ

れ

よ

う

尤
T
來
て
い
，今

と

こ

ろ

で

、
今
こ
か
等
の
點

.

Q

fが
一
體
|

震

に

复

勞

働

者

の

生

渠

荽

取
，,

f

得
る
の 

-か
、
こ
れ
を
先
づ
檢
討
：
^

み
る
必
要
が
あ
る
のI

る
が
ぐ
こ
の
た
め
に
は
豫
1

こ
でー

そ
れ
は
寧
ろ
本
論
の
結
論
に
.属
す
る
こ 

，とて
は
あ
る
力
次
き
の
點

•を
■指
摘
•レ
'
'

Sく
こ
と
.が
_

好
都
合
で.
f

 

4考
ぇ
ら
れ
る
。.-旣
に
先
き'に
'
.も
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】

言
し
た
f

ヒ
、
坐 

活
不
矢
を
除
去
し
よ
、ノ
と
す
る
諸
努
力
は
、
冗
來
、

i
の
f

 U.

お
V

て
問
犀
の
議
不
安
ハ
い
い
換
え
れ
ば
、
傲
賃
銀
狀
態
と
相
對
的 

で5

气

I

I

時
に
そ
のt

は
1

に
寧
ろ
密
接I

連
を
持
た
さ
れ
て

い
る
，;；

考
I

れ
る
，
!
^
む
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
常
こ 
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必
中
し
も
謹
的
に
努
力
さ
れ
た
結
果
と
許
り
は
ぃ
急
、ぃ
の
.

で

貧

、.
し
か
も
1

の
意
晴
の
有
.

謂
を
問
七
す
、
凡
そ
一
般
的
に
こ
'の
よ 

，.う
に
.

刺
斷
す
る
こ
と
’

が
，で
き
-

る——

そ
し
て
^

Q

箱
接
.

な
相
冗I

顧
連
，は
寧
ろ
補
足
レ
合
う
關
係
で
も
今
て
、

一
方
.

に
缺
け
て
い
る
と
.こ 

|

方
に
よ
|

少
と
|

足
|

と
_

ぃ
|

|

、
從
f

れ
は
|

他
i

し
、
I

替
し
I

I

'持
つ
マ
い
る
と
み̂
こ
と
が
で
き
る。

、

'• 

, 

'

*
•>
.

•

こ
の
よ
、？
に
し
ー
>

.

.

人
々
の
生
活
不
努
を
除
去
す
る
諸
努
カ
の
間
に
、
そ
-

の
意
圖
の
如
何
を
問
わ
ち
.

相
：互
に
密
接
な
代
位
、
、或
は
代 

替
的
關
連
が
存
す
f

か
と
す
れ
ば
、、
わ
れ
わ
れ
が
こ
薩
連
を
追
；
•

行
け
ば
、，
そ
こ
に
i

と
し
て
®

生

活

保

障

濃

が

考

ぇ

ら

れ

、
 

を
ン
と
.

に
な
.

る
。
と
こ
ろ
で
、■
旣
に
ー
言
セ
た
-±

う
に
歐
米
諸
國
で
問
題
と
，さ
れ
、
ま
た
戰
後
の
今
;'
0

わ
.

れ
わ
れ
の
場
合
に
も
漸
く
問
題
’

合
盤
慷
^

S
:

民
に
對
す
，る
坐
活
保
障
の
#

を
一
段
と
髙
め
'

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
”

み
て
、
い

い
0

:1
1

*

會

保

障

制

度>^
こ

の

よ

う

に

看

せ

へ
ら
_

^

ー€

漏

、̂

^

_

謂

)

1 ;
活

動

賢

體
制
の
特
質
に
よ
っ
て
づ
け
ら
れ
/

る̂
.

の
.

と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

'

こ
の
意̂

に
お
い
‘

て
、、
社
會
保
障
制
度
|

問
題

と

.し

よ

う

と

ベ
 

思

う

な

ら

ば

，、

人

々

は

い

.

っ
で
も
ぞ
の
各
く
の
國
に
お
は
る
'坐
活
保
障
體
制
の
特
質
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
ヾ
い
■

:

,

生
活
保
1

制
は
右
に
.

S

う
よ
う
に
51
っ
の
®

力
と
そQ
暨

■

連
に
•
.よ
っ
て
成
立
す
る
。
そ
し
て
こ
のマ〕

:t
は
领
わ
ば
坐
活
他
障
體 

制
の
一
贫
的
な
構
造
原
理
で
あ
る
が
、.
こ
こ
で
さ
ら
.̂

れ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
重
要
^
問
題
は
次
ぎ
ひ
點
に
あ
ざ
七
い
ぇ
る

•
自
ち
ゎ
が
，

 

國
の
坐
活
保
障
體
制
を
そ
の®
•

に
卽
し
て
み
る
と
、
そ.れ
を
櫳
減
す
る
努_
力—

-

こ
れ
を
坐
活
保
障
體
制
の
鞲
成
要
嘴
と
いっ
て
も
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い
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.
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#
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:-
?
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却
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办
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-̂
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し
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ざ
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得
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-あ
る
。

そ
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生
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呆
障
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制
の
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質
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結
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、
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要
.
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相
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の
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狀
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史
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の
よ
、フ
に
、
旣
ニ
多
く
の
國
に
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如
.

い
て
は
ハ
國
民
ゎ
け
て
も
賃
銀
勞
働
者
私
生
活
保
障
の
た
め
に
、
各
镡
の
社
會
政
策
於
實
沲
せ 

ら
れ
て
來
て
い
る
が
、
ニ
の
う̂

生
活
保
障
ぶ
直
接
關
連
し
て
最
も
蓍
朋
な
も
わ
が
广
社
ゝ
會
保
險
制
度
の
發
展
に
あ
る
と
い
つ
て
い
い
。

と

こ

，

で
、
，
こ

の

點

に

つ

い

で

今

ま
ぜ
ゎ
れ
ゎ
れ
は
果
し
.

て
ど
の
よ
I

狀
態
に
置
か
れ
て
來
た
I

で
あ
ろ
う
か
。
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ゎ
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は
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制
度
が
實
現
し、
' ま
た
昨
秋
實
施
さ
れ
る
に
蚕
っ
た
勞
働
龙
災
害
補
儻
保
險
法
に
ょ
つ
で
、

•勞
働
者
の
災
窬
扶
助
；に
1
-步
が
進
め
ら
れ|: 

こ
と
で
あ
る
。>
べ
1
て
そ
の
.內
容
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以
前
か
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常
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主
張
一
さ
れ
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解
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營
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總
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營
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.
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す
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營
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第
1
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紙
に
先
生
に
襲
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社
會
政
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を
論
じ
た
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に
一
言
こ
れ
に
關
肩
し
て
置
い
た
ょ
ぅ
に

改̂
正
省
の
摩
生
年
金
保
險
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度
は
單
純
な
養
考
年
金
脉
^-

で
は
*^

ぐ
、
そ
れ
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は
ぞ
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保

險

給

付

に
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叫
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業
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濟
組
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る
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で
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‘

つ
て
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ひ
て
ら
れ
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疋
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〕
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一
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し
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.
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宏
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障
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管
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す
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.
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評
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殆
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ま
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事
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鼻
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あ
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し
か
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民
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濟
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營
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營
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仁
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.
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。
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營
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瓦
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濟
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い
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濟
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.
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ザ
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